
合
意
的
国
際
分
業
の
原
曜
〒

)

-.世界経済の異質化と同質化

こじま きよし 1920年生まれo一橋大学
名誉教授｡著書 :r雁行塑経済発展論』(全
3巻､2003年､2004年､2006年､文具堂)､F太
平洋経済圏の生成』(編著､2001年､文鼻
坐)他｡

Ⅲ

合
意
分
業
と
地
域
統
合

I

東
ア
ジ
ア
地
域
統
合
の

成
果

東
ア
ジ
ア
経
済
の
ミ
ラ
ク
ル
的
発
展
は

も
と
よ
-
多
数
の
発
展
要
因
の
複
合
に
基

づ
-
も
の
で
あ
る
が
'
地
域
統
合
へ
の
動

き
が
発
展
志
向
を
動
機
づ
け
'
促
進
し
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
小
島
が
p
A

P
T
A

(太
平
洋
自
由
貿
易
圏
)
を
提
案

し
た
一
九
六
五
年
頃
は
'
東
ア
ジ
ア
諸
国

の
所
得
水
項
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
o
極

貧
状
態
に
あ
っ
た
｡

一
九
七
〇
年
代
に
入

っ
て
離
陸

(tal
(e
off)
に
成
功
し
た
.
先

進
国
側
か
ら
の
各
種
の
発
展
支
援

(政
府

と
国
際
機
関
か
ら
の
公
的
援
助
､
民
間
投

資
､
技
術
移
転
な
ど
)
が
急
増
し
た
し
､

開
発
途
上
国
側
も
開
放
市
場
経
済
化
し
外

国
資
本
歓
迎
に
転
じ
た

(中
国
は
遅
れ
て

一
九
七
九
年
か
ら
)
｡
日
本
の
輸
出
と
直

接
投
資
の
○く
e
r
pr
eSen
Ce非
難
は
影
を

潜
め
た
｡
そ
こ
で
1
九
七
〇
年
代
平
均
の

成
長
率
は
軒
並
み
一
〇
%
近
く
に
達
し
た
｡

そ
し
て
香
港

(二
四
四
六
ド
ル
)'
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル

(
二
二
七
四
ド
ル
)
'
台
湾

(九
八
五
ド
ル
)
'
マ
レ
ー
シ
ア

(八
三
〇

ド
ル
)
と
い
う
順
序
で
1
0
0
0
ド
ル
水

準
を
上
回
っ
た
か
'
ま
た
は
そ
れ
に
近
づ

い
た
｡

一
九
八
〇
年
代
と

一
九
九
〇
年
代

に

(
一
九
九
七
年
七
月
か
ら
の
金
融
危
機

に
よ
る
後
退
を
含
む
が
)
さ
ら
に
成
長
を

継
続
し
た
｡

一
九
九
七
年
で
見
る
と
'
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル

(三
万

1
〇
三
六
ド
ル
)､

香
港

(
二
万
六
三
五
五
ド
ル
)'
台
湾

(
一
万
三
〇
七
〇
ド
ル
)
は

l
万
ド
ル
超

の
先
進
国
並
み
に
'
韓
国

(九
五
二

ド

ル
)
'
マ
レ
ー
シ
ア

(四
五
四
五
ド
ル
)

は
準
先
進
国
に
成
長
し
'
タ
イ

(二
五
三

五
ド
ル
)'
フ
ィ
リ
ピ
ン

(
一
一
三
二
ド

ル
)
へ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

(
一
〇
五
五
ド
ル
)～

中
国

(七
三
三
ド
ル
)
が
遅
れ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
地
域
統
合
の
事
実
上
の
深
化

と
拡
大
を
反
映
し
た
各
国
所
得
水
準
の
成

長
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

か
つ
て
経
済
発
展
志
向
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
を
め
ざ
す
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
統

合
は
'

一
九
八
〇
年
代
末

(A
p
E
C
‥

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
発
足
時
)
に
お

い
て
'
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
テ
イ
ク
オ
フ
と

発
展
と
い
う
目
的
を
か
な
-
十
分
に
成
功

裏
に
達
成
し
'
事
実
上
の
地
域
統
合
を
形

成
し
た
と
評
価
し
て
よ
い
｡
わ
れ
わ
れ
の

p
A
F
T
A
D

(太
平
洋
貿
易
開
発
会

読
)
が
一
九
六
八
年
以
来
'
調
査
研
究
と

国
際
会
議
を
積
み
重
ね
'
五
〇
〇
名
に
達

す
る
太
平
洋
経
済
圏
関
心
研
究
者
を
育
て
t

P
E
C
C

(太
平
洋
経
済
協
力
会
議
)
'

A
P
E
C
な
ど
地
域
統
合
運
動
の
知
的
リ

ー
ダ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を

誇
り
に
思
う
次
第
で
あ
る

(p
atrick
.

)99
6
･3
:
D
ry
sd
al
e

L
9
8
1)
O

東

ア

ジ
ア

の

す

べ

て
の
国

の
所
得
水
準

が
例
え
ば
五
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
る
よ
う
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に
な
る
ま
で
'
こ
の
地
域
の
統
合
は
経
済

発
展
段
階
が
そ
の
よ
う
に
近
似
し
て
き
て

発
展
を
最
優
先
課
題
と
し
て
前
進
す
べ
き

か
ら
初
め
て
先
進
国
型

(E
U
タ
イ
プ
)

で
あ
る

(小
島
'

一
九
九
五
)｡
諸
国
の

の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
経
済
統
合
へ
転
ず
る
可

タイ

図3 東アジア輸出構造の雁行的高度化

韓国

1965707580859095 1965707580859095 1965707580859095

･- -繊維 - 鉄鋼 一一一電気機械 - 横板および輸送樵械

(出所)UN.YewbookoflnternaLionalTyladeStaぬfics,variousissues,より作成.
次より引用 :田中武憲 (2001),｢東アジア貿易 ･投資と日本企業の競争戦略｣,
平野庚編著 『グローバル市場経済化の諸相』,ミネルヴァ書房,p.132.

能
性
も
生
じ
て
く
る
｡
し
か
し
そ
う
す
べ

き
で
あ
る
か
ど
う
か
は
厳
密
に
検
討
さ
れ

る
べ
き
問
題
で
あ
る
｡

各
国
の
雁
行
型
発
展
の
興
隆
期
が
､
タ

イ
ム
ラ
グ
を
伴
っ
て
'
継
起
し
た
.

1
九

六
〇
年
代
に
は
日
本
が

一
〇

･
四
%
の
成

長
を
張
歌
し
た
｡

一
九
七
〇
年
代
に
高
成

長
を
達
成
し
た
の
は
N
I
E
s

(韓
国
､

台
湾
､
香
港
'
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)
で
あ
る
.

こ
れ
に
続
い
た
の
が
A
S
E
A
N
4

(タ

イ
へ､
マ
レ
ー
シ
ア
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
'
フ

ィ
リ
ピ
ン
)
で
あ
り
､
最
後
に
中
国
が

一

九
九
〇
年
代
に
一
〇

･
二
%
の
高
成
長
を

享
受
し
て
い
る
｡
こ
れ
が
私
が

｢直
接
投

資
前
線
の
拡
延
｣
(小
島

二
〇
〇
二
､
三
へ

一
六
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
要
約
し
た
も
の
に

他
な
ら
な
い
｡

2

雁
行
型
発
展
の
地
域
酌

伝
播

雁
行
型
産
業
発
展
が
日
本
か
ら
'
と
く

に
そ
の
順
貿
易
志
向
的
海
外
直
接
投
資
の

進
出
を
媒
体
と
し
て
'
東
ア
ジ
ア
諸
国
へ

成
功
裏
に
伝
播
し
た
こ
と
の
実
証
研
究
は

多
数
あ
り
'
既
に
小
島
二
〇
〇
二
'
三
の

7
七
-
三
〇
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
.
そ
こ

で
こ
こ
で
は
､
田
中
武
憲
氏
に
よ
る
次
の

図
3
だ
け
漕
追
加
す
る
に
と
ど
め
よ
う

(田
中
武
憲

二
〇
〇

一
'

三

三

ペ
-

ジ
)
0

図

3
は

｢国
際
競
争
力
指
数
を
用
い
て
､

一
九
六
五
年
以
後
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
三

カ
国
の
貿
易
構
造
の
動
態
的
高
度
化
の
様

子
を
措
い
た
も
の
で
あ
る
｡
同
国
よ
-
'

日
本
､
韓
国
､
タ
イ
が
そ
れ
ぞ
れ
労
働
集

約
的
な
繊
維
産
業
か
ら
資
本
集
約
的
な
鉄

鍋
､
さ
ら
に
知
識

･
技
術
集
約
的
な
電
気

機
械
'
機
械
.･
輸
送
機
械
産
業
へ
と
時
間

的
継
起
を
も
っ
て
'
自
国
の
主
導
的
輸
出

産
業
を
順
次
'
高
度
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
､
東
ア
ジ
ア
が
重
層
的
に
輸
出
志
向

工
業
化
を
果
た
し
た
経
路
が
見
て
取
れ

る
｣
｡3

産
業
内
貿
易
の
興
隆

各
国
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
的
雁
行
型
産

業
発
展
に
基
づ
き
東
ア
ジ
ア
地
域
経
済
は

タ
イ
ム
テ
グ
を
伴
う
け
れ
ど
も
大
な
-
小

な
-
同
質
化
し
て
-
る
｡
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
先
導
国
日
本
は
異
質
性
を
保
ち
つ

つ
地
域
経
済
全
体
の
発
展

(fr
on
tier
の

開
発
)
を
リ
ー
ド
し
て
行
け
る
で
あ
ろ
う

か
｡
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
｡

Ⅰ
I
T

(in
tra･in
d
us
try
F.qde)
分

析

の
re
<i<
巴
が
起
こ

っ
て
い
る
｡
E
U

の
域
内
生
産
分
業

･
貿
易
構
造
が
い
か
に

再
編
成
さ
れ
て
い
-
か
の
実
証
分
析
に
臥
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合意的国際分業の原理 (下)

表I EU-15貿易のTradeTypes別シェア(1999年) (%)

対EU内 対UE外

水平 垂直 一方向 水平 垂直 一方向
ET DT 貿易 PT nT 貿易

フランス 23.1 47.2 29.7 10.3 29.1 60.6

ドイツ 18.8 49.9 31.3 5,7 33.2 61.1

水平 垂直 一方向
gr gr 貿易

18.5 40.7 40.8

13.1 42.6 44.3

20.9 34.7 44.3

9.8 43.0 47.2

12.8 36.6 50.7

ll.9 34.2 53.9

15.3 28.2 56.6

9.8 31.6 58.6

6.1 32.5 61.5

7.7 29.4 62.9

5.7 30.7 63.6

9 .4 22.5 68.1

4.2 20.3 75.5

2.2 9 .4 88.4

24.8 41.2 34.0 10.9 17.9 71.2

4.8 31.0 64.2

8.3 25.1 66.5

3.0 16.0 80.9

2.1 11.6 86.4

2.8 20.1 77.1

4.2 23.4 72.4

4.7 16.8 78.6

5.9 23.3 70.8

ベノレギー･ル
クセンブルク

イギリス 13.6 52.3 34.1

アーストリア 15.0 42.2 42.8

オランダ 16.2 43.1 40.6

スペイン 20.8 35.2 44.0

イタリア 14.8 39.9 45.4

スウェーデン 7.2 38.1 54.6

デンマーク 9.1 35.4 55.5

アイルランド 5.6 35.1 59.3

ポルトガル 11.5 27.3 61.1 1.1 3.8 95.1

フィンランド 5.5 25.6 68.8 2.3 12.5 85.3

ギリシア 2.9 11.4 85.7 1.1 6.1 92.8

EU-15 17.2 43.8 39.0 5.7 25,5 68.8 12.9 36.8 50.3

注:最右端の列の､対世界一方向貿易の割合の順序によってならべたo

心
が
高

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

Ⅲ
実

証
分

析
に
当
た
っ
て
は
'
G
ru
b
e
l

an
d
L
toyd
()9
7
5
)
が
提
唱
し
た
次
の

(4
)

G
L
･
Ⅰ
I
T
指
数
が
用

い
ら
れ
る
｡
す

な
わ
ち
､

]TT
,
‖
(x
,+
M
,)
I

Ix
iI
M

I
I

=

-

-

(G
L
)

こ
こ
で
考
と
堀
は
･各
商
品
の
輸
出
額
と

輸
入
額
で
あ
る
｡
こ
の
指
数
の
値
は
､
考

=
雌
に
な
れ
ば
1
に
な
-
､
考
=I
o
ま

た

は
堀
=
O
で
片
貿
易

(
1
方
向
貿
易
)
に

な
れ
ば
､
指
数
が
O
に
な
る
｡
従
っ
て
指

数
が
1
に
近
い
ほ
ど
産
業
内
貿
易
が
進
展

し
て
い
て
'
何
か
望
ま
し
い
こ
と
だ
と
解

釈
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
が
先
の
国
際
競
争

力
指
数
で
あ
る
｡

こ
の
産
業
内
貿
易
度
指
数
は
'
産
業

･-
を
い
か
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
か
む

か

に
よ
っ
て
､
計
算
結
果
は
大
い
に
異
な

っ
て
く
る
｡
産
業
･乙
は
本
来
同
じ
目
的

に
役
立
つ
商
品
の
い
-
つ
か
の
亜
種
か
ら

な
る
も
の
で
あ
っ
て
､
需
要
関
数
も
生
産

関
数
も
類
似
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡
そ
う
い
う
産
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
現

行
統
計
か
ら
つ
か
み
出
す
の
は
非
常
に
む

ず
か
し
い
｡
従
っ
て
産
業
内
貿
易
度
指
数

は
統
計
上
の
遊
戯
に
す
ぎ
な
い
と
の
評
価

も
あ
る
｡

下
添
字
に
も
う
1
つ
･プ
=
相
手
パ
ー
ト

ナ
I
を
加
え
て
q
'
燭
と
す
る
｡
･J
を

自
国

(分
析
対
象
国
)
の
特
定
相
手
国
だ

と
す
る
と
2
国
間

(バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
)
Ⅰ

I
T
が
求
ま
る
｡
･-
を
E
U
域
内
諸
国
と

採
る
こ
と
も
で
き
る

(in
tra
r
egi
o

nal

ZZT
)
｡
ま
た
･J
を
世
界
と

す
る
こ
と

も

で
き
る

(自
国
の
対
世
界
-
1
で
)
0

産
業
分
類
･-
を
s
I
T
C

(標
準
国
際

貿
易
分
類
)
の

細

い
digi
tに
す
る
と
I

I
T
値
は
小
さ
-
な
り
'
よ
-
大
分
類
の

dig
itに
す
る
と
そ
の
値
が
大
き
-
な
る

と
い
う
問
題
が
あ
る
｡
同
様
に
'
2
国
間

I
I
T
は
小
さ
な
値

に
な
る

が
intra

regi
on
al
ZZT
は
そ
れ
よ
り
大
き
な

値
に

な
り
'
対
世
界
I
I
T
は
最
も
大
き
な
値

に
な
る
傾
向
が
あ
る
｡

も
う

一
つ
困
難
が
あ
る
｡
貿
易
差
額
は

細
い
商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
ほ
ど
'
ま
た
2
国

間
で
あ
る
ほ
ど
顕
著
に
な
る
が
'
対
世
界

で
も
貿
易
不
均
衡
が
残
る
｡
こ
れ
が
個
々

の
I
I
T
指
数
に
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
影
響

を
与
え
る
.
対
世
界
貿
易
不
均
衡
率
で
1

律
に
各
I
I
T
値
を
修
正
す
る
と
い
う
案

も
出
さ
れ
た

(A
q
u
ino
19
7
8
)
.
だ
が

商
品
別
､
国
別
に
貿
易
不
均
衡
が
違
う
こ

と
自
体
に
意
味
が
あ
る
の
で
､
そ
の
よ
う
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な
修
正
は
ほ
ど
こ
さ
な
い
こ
と
に
す
る
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E
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関
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証
分
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n
6
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n
b
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純
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〇
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タ
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pe)

に
分
類
す
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タ
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多
-
の
こ
と
を
意
味
し
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パ
タ
ー
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あ
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E
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デ
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き
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C
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b
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N
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吊
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w
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)
貿
易
‥
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一
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輸
出
と
輸
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複

(ov
e
rtap

)が
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-
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い
か
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少
い

場

合

O
こ
れ
は
G
L
･
I
I
T
が
〇
･
一
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と
い
っ
た
ケ
ー
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で
あ
り
'
古
典
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比
較

優

位

論

に

従

う

産

業

間

(int
er
･

in
d
u
stry
)
貿
易
の
反
映
で
あ
P
.

農
業

産
品
'
鉱
業
お
よ
び
砕
石
業
'
食
品
お
よ

び
飲
料
'
非
金
属
鉱
物
､
そ
し
て
繊
維
に

お
い
て
こ
の
一
方
向
貿
易
が
多
い
｡

同

一
商
品
∽
の
輸
出
入
の
重
複
が
多
-

G
L

･
Ⅰ
I

Tが
〇

･
一
以
上
に
な
る
と

双
方
向

(twow
ay)
貿
易
が
生
起
す
る
｡

こ
れ
が
産

業
内
(in
tra･in
d
u
st
ry)
貿

易
と
言
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
｡
そ
れ
は

｢新
し
い
貿
易
理
論
｣
に
基
づ
い
て
二
種

に
細
分
さ
れ
る
｡

㈲
水
平
的

(h
o
r
iz
o
n
tal
)
Ⅰ
I
T

‥

同

一目
的
に
使
用

さ

れ
る
が
消
費
者
需
要

(趣
味
噂
向
)
の
細
か
い
差
に
対
応
す
る

差
別
化
商
品
の
双
方
向
貿
易
で
あ
る
｡
製

品
単
価
の
格
差
が
小
さ
-
'

1
五
%
以
下
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図4 EU-12間相互貿易のTradeTypes:1980-99
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Trendsinbra-IndustryTrade:'inPJ.LoydeandHyun-noon
Lee(eds.).FTOntZ'ersoflntra-IdiLSかツTrlade.London.Palgrave,
Macmillan.p.142,

図5 産業内貿易指数の国際比較 (製品合計)
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(Lu所)OECD,InteTnatL'0#αLTnde砂Cbmmod砂Staぬt始より作成.
引用 :新邸聴(2002.7).｢WTO新交渉ラウンドと日本の貿易政策｣r貿易と桝税｣,p.12.



合意的国際分業の原理 (下)

で
あ
る
場
合
を
､
水
平
的
I
I
T
と
す
る
｡

内
容
を
採
っ
て

｢差
別
化
製
品
産
業
内
貿

易
｣
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
｡

こ
の
貿
易
が
多
い
の
は
､
自
動
車
と
そ
の

他
の
輸
出
機
券
へ
基
盤
金
属
'
化
学
'
木

材

(家
具
な
ど
)､
お
よ
び
紙
製
品
で
あ

る
｡㈲
垂
直
的

(v
ertical
)
I
I
T
‥
租

製
品
と
高
級
品
と

い
う
よ
う
に
同
7
使
用

目
的
で
あ

っ
て
も

｢
品
質

‥
q
u
al
ity
｣

に
顕
著
な
格
差
が
あ
る
｡
そ
れ
は
単
価
が

一
五
%
以
上
開
い
て
い
る
場
合
で
あ
る
｡

こ
の

｢品
質
差
産
業
内
貿
易
｣
を

｢垂
直

的
I
I
T
｣
と
分
類
七
て
い
る

(水
平
的

v
s
垂
直
的
と
い
う
用
語
に
若
干
抵
抗
を

感
ず
る
が
､
止
む
を
得
な
い
)｡
こ
れ
が

多
い
の
は
､
非
電
気
機
械
と
電
気
機
械
'

専
門
財

(光
学
機
械
'
医
療
機
器
'
楽
器

等
)､
そ
し
て
雑
多
な

｢
そ
の
他
の
産

業
｣
で
あ
る
｡

垂
直
的
I
I
T
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
導

入
､
そ
れ
が
E
U
域
内
貿
易
で
急
増
し
て

い
る

(す
ぐ
後
で
述
べ
る
)
こ
と
の
実
証

は
ま
こ
と
に
サ
ジ
エ
ス
テ
ィ
ブ
で
あ
り
重

要
で
あ
る
｡
私
の
言
う

｢合
意
的
国
際
分

業
｣
を
適
用
し
東
ア
ジ
ア
地
域
貿
易
を
拡

大
す
る
余
地
が
大
き
い
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
｡
例
え
ば
日

･
中
間
で

は
'
農
産
物
'
繊
維
品
､
電
気
機
器
'
自

動
車
な
ど
多
-
の
分
野
に
お
い
て
低
廉
品

対
高
級
品
の
品
質
差
産
業
内
貿
易
を
拡
大

す
る
こ
と
が
'
日
･
中
貿
易
拡
大
の
基
本

路
線
だ
と
予
見
さ
れ
る
｡
東
ア
ジ
ア
諸
国

相
互
間
の
細
い
産
業
内
分
業
の
可
能
性
も

大
き
い
と
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡

産
業
内
貿
易

(Ⅰ
I
T
)
を
水
平
的
と

垂
直
的
と
に
二
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

技
術
的

(統
計
的
)
に
い
-
つ
か
の
困
難

が
あ
る
｡
例
え
ば
大
型
車

(高
級
車
)
対

小
型
車

(低
価
格
車
)
の
貿
易
は
垂
直
的

I
I
T
な
の
か
'
そ
れ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
水
平
的
Ⅰ
I
T
が
検
出
さ
れ
る
の

か
｡

も

う

一

つ
､
工

程

間

分

業

(fr
a

gm
en
t
ation
)
か
ら
発
生
す
る
製
品

対

部

品
の
貿
易
は
､
単
価
の
大
差
を
伴
う

垂
直
的
Ⅰ
I
T
と
見
な
す
べ
き
か
｡
私
に

は
こ
の
工
程
間
分
業
か
ら
発
生
す
る
中
間

財
貿
易
を
第
四
の
タ
イ
プ
の
貿
易
と
し
て

分
類
し
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

(次
項
)｡
E
U
の
実
証
分
析
に
お
い
て
は
'

八
桁
の
細
い
レ
ベ
ル
に
降
ろ
し
て
い
る
か

ら
､
製
品
は
製
品
同
士
で
'
部
品
は
部
品

同
士
で
､
垂
直
的
Ⅰ
I
T
が
検
出
で
き
る

も
の
と
し
て
い
る
｡
し
か
し
日
本
と
ア
ジ

ア
経
済
に
と
っ
て
は
､
そ
の
重
要
性
か
ら

見
て
中
間
財
貿
易
を
独
立
に
検
証
す
る
価

値
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

刷
実
証
分
析
の
結
果
を
見
よ
う
O
先
ず

図
4
に
は
t
E
U
域
内
貿
易
に
占
め
る
三

タ
イ
プ
の
貿
易
の
シ
ェ
ア
と
グ
ル
ー
ベ
ル

=
ロ
イ
ド

(G
L
)
指
数
の
一
九
八
〇
～

九

九
年
に
わ
た
る
変
化
が
示
さ
れ
て
い
る
｡

G
L
･
Ⅰ
I
T
指
数
は
初
期
〇

二
二
三
か

ら
濃
や
か
に
上
昇
し
t
E
U
全
体
と
し
て

産
業
内
貿
易
が
進
捗
し
た
こ
と
を
示
す
｡

一
方
向
貿
易
の
シ
ェ
ア
は
'

一
九
八
〇
年

代
初
期
に
は
四
五
%
で
あ
っ
て
最
も
重
要

な
域
内
貿
易
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
が
'
そ
の

後
急
減
し
た
｡
こ
れ
は
G
L
指
数
上
昇
の

裏
が
わ
で
あ
る
｡
水
平
的
Ⅰ
I
T
貿
易
の

シ
ェ
ア
は

1
七
%
程
度
と
少
な
く
余
り
変

化
が
な
い
｡
こ
れ
に
対
し
垂
直
的
I
I
T

貿
易
の
シ
ェ
ア
は
三
五
%
水
準
か
ら
四
五

%
超
へ
大
幅
に
急
増
し
て
い
る
｡
こ
の
こ

と
に
注
目
し
た
い
｡

E
U
と
同
じ
程
度
の
分
析
が
東
ア
ジ
ア

に
つ
い
て
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
｡

日
本
の
対
A
S
E
A
N
の
グ
ル
ー
ベ
ル
=

ロ
イ
ド
指
数
は
'
(雑
品
を
除
け
ば
)
普

だ
低
い
水
準
に
あ
る
が
'
ほ
と
ん
ど
の
産

業
で
は
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
｡
日
本

か
ら
の
直
接
投
資
と
A
S
E
A
N
各
国
の

工
業
化
の
試
み
の
成
果
が
'
僅
か
な
が
ら

現
わ
れ
て
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
｡
A
S

E
A
N
も
､
ア
ジ
ア
N
I
E
s
と
同
じ
よ

う
な
工
業
化
パ
タ
ー
ン
を
辿
っ
て
お
り
'

ア
ジ
ア
N
I
E
s
よ
り

一
歩
遅
れ
て
非
耐

久
消
費
財
を
中
心
と
す
る
産
業
構
造
を
確

立
し
っ
つ
あ
る
の
で
'
従
っ
て
'
日
本
と

の
産
業
内
分
業
の
内
容
は
'
主
に
労
働
集

約
的

･
低
位
技
術
水
準
の
非
耐
久
消
費
財

が
中
心
と
な
る
で
あ
ろ
う
｡

要
す
る
に
'

一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て

か
ら
の
日
本
の
p
R
O
T
-
F
D
I
の
雁

行
塑
進
出
に
つ
れ
て
'
先
ず
ア
ジ
ア
N
I

E
s
と
の
'
次
い
で
A
S
E
A
N
4
と
の

産
業
内
貿
易
が
雁
行
型
に
高
度
化
し
て
い

っ
た
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た

1
九
八
五
年
を
転
機
に
そ
れ
以
後
日
本
と

ア
ジ
ア
地
域
と
の
産
業
内
貿
易
が
'
こ
と

に
工
程
分
業
貿
易
を
通
じ
て
､
拡
大
す
る

こ
と
が
予
見
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

な
お
新
堀
聴
氏
の
算
出
し
た
製
造
工
業

品
合
計
の
産
業
内
貿
易

(I
I
T
)
G
L

指
数
は
図
5
の
と
お
り
で
あ
る
｡
日
本
の

Ⅰ
I
T
は
欧
米
に
此
べ
き
わ
め
て
低
-
～

一
九
八
五
年
に
〇

二
一九
か
ら
漸
-
上
昇

し
て
二
〇
〇
〇
年
に
〇

･
五
三
に
達
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
｡
日
本
は
長
-
'
天
然

資
源

(原
熟
科
)
だ
け
は
輸
入
す
る
が
､

工
業
品
に
つ
い
て
は
フ
ル
セ
ッ
ト
国
産
主

義
を
固
執
し
て
き
た
o

l
九
八
五
年
頃
か

ら
円
高
化
の
影
響
も
あ
っ
て
'
下
級
廉
価

品
や
加
工
原
材
料

･
部
品
の
輸
入
に
門
戸

開
放
し
た
｡
こ
の
た
め
籍
輸
入
の
G
D
P

比
つ
ま
り
輸
入
依
存
度
は
低
-
､
出
超
傾
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向
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡

99(午)

4

中
間
財
貿
易

･
産
業
集

積

･
企
業
内
貿

易

図6 日本と東アジアの横械類製品及び部品貿易の推移
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(備考)90句三の愉IyJ入朝を100として.以降の輪.%人術を指数化している.
(資科)大成省 ｢貿易親計｣より作成.

(出所)通商[-Ll普2001,p.14.

『通
商
自
書

二
〇

〇
一
』
は
近
年
中
間
財

(部
品
)
貿
易
が
と
-

に
日
本
と
東
ア
ジ
ア
諸

国
と
の
間
で
急
増
し
て

い
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
｡
つ
ま
り
日
本
の

中

間

財

域

外

調
達

(offs
h
ore
so
ur
c
in
g
)

と

い
う

符
ag
m
e
n
ta
ti
o
n

が
活
発
化
し
て
き
た

の

で
あ
る
｡

図
6
に
お
い
て
､

一

九
九
七
-
九
八
年
の
ア

ジ
ア
通
貨
金
融
危
機
の

た
め
日
本
の
対
束
ア
ジ

ア
機
械
類
製
品
輸
出
の

後
退
が
大
き
い
が
､
そ

れ
を
除
-
と
､
対
ア
ジ

ア
貿
易
で
は
製
品
に
お

い
て
も
部
品
に
お
い
て

も
､
日
本
か
ら
の
輸
出

が
増
加
す
る
と
と
も
に

輸
入
も
急
増
し
て
い
る
｡

い
ず
れ
に
お
い
て
も
'

日
本
が
高
級
品
を
'
東
ア
ジ
ア
が
下
級
品

を
､
相
互
に
輸
出
す
る
と
い
う
品
質
差
産

業
内
貿
易
が
急
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
物

語
る
｡
な
お

『通
商
白
書

二
〇
〇

三

(
一
五
ペ
ー
ジ
)
は
､
I
T

(情
報
技

術
)
関
連
財
貿
易
に
つ
い
て
も
同
様
な
進

展
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

次
い
で

『通
商
白
書

二
〇
〇
二
』
は
'

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
小
地
域

(都
市
)
経

済
集
積
の
進
展
状
況
を
詳
し
-
調
査
し
日

本
の
そ
れ
と
の
連
携
の
必
要
性
を
論
じ
て

い
る
｡
こ
の
間
蓮
に
つ
い
て
は
丸
屋
豊
二

那

(
二
〇
〇
〇
)
や
関
滴
博

(
二
〇
〇

一
)
に
よ
る
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
の
研

究
が
多
-
の
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

与
え
て
い
る
｡

さ
ら
に
､
世
界
経
済

(或
い
は
東
ア
ジ

ア
)
の
経
済
発
展
を
リ
ー
ド
し
た
企
業
と

く

に
多

国
籍

企
業

(M
u
lti･n
ation
al

C
o
rp
o
ratio
n‥
M
N
C
)
の
役
割

･
貢
献

を
｢
企

業

内
貿易
｣

の
進
展
と
い
う
側
面

か
ら
と
ら
え
る
と
い
う
実
証
研
究
も
進
ん

で
い
る
｡
例
え
ば
木
村
福
成

(
二
〇
〇

二
)'
田
中
武
憲

(
7
九
九
九

･
二

)

(
二
〇
〇
二
二
二
)
'
関
下
稔

(
二
〇
〇

二

･
二
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
｡

以
上
に
サ
ー
ベ
イ
し
た
い
-
つ
か
の
実

証
研
究
は
今
や
東
ア
ジ
ア
地
域
経
済
が
､

日
本
と
後
続
国
の
間
な
ら
び
に
後
続
固
相

互
間
で

｢合
意
的
国
際
分
業
｣
を
推
進
し

て
再
飛
躍
す
べ
き
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
に
当

面
し
て
い
る
こ
と
を
支
持
し
て
い
る
｡
す

べ
て
先
進
国
型
経
済
へ
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

L
t
高
い
所
得
水
準
に
収
欽
化
し
っ
つ
あ

る
｡
中
国
の
躍
進
､
W
T
O
加
盟

(二
〇

〇
二

二

二
)
も
実
現
し
た
｡
こ
れ
ら
は

こ
の
東
ア
ジ
ア
地
域
の
需
要
の
レ
ベ
ル
と

パ
タ
ー
ン
を
顕
著
に
高
度
化
さ
せ
る
｡
そ

れ
に
対
応
し
た
合
意
的
地
域
分
業
の
促

進

･
再
編
成
は
目
を
見
は
る
も
の
が
あ
ろ

う
｡
さ
ら
に
'
I
T
革
命
も
加
わ
っ
て
運

輸
通
信
情
報
の
コ
ス
ト
は
著
し
く
低
下
し

た
し
､
｢
A
S
E
A
N
+
日
中
韓
｣
の
二

国
間
な
い
し
多
角
的
自
由
貿
易
協
定

･
経

済
連
携
協
定
に
よ
っ
て
貿
易

･
投
資
障
害

の
撤
廃
な
ど
制
度
的
リ
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
気
運
に
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
動
向
を
う

け
て
'
日
本
と
後
続
国
と
の
企
業
が
'
ま

た
後
続
国
相
互
間
の
企
業
が
'
完
全
所
有
､

合
併
t
O
E
M

(or
ig
in
al
e
quipm
en
t

m
an
ufac
t
ur
in
g
)
､

E

M
s

(
electronic

m
an
ufactur
in.
g

serv
ies
)
な
ど
の
連

携
方
式
に
よ
っ
て
'
能
率
的
な
生
産

･
販

売
の
地
域
的
ne
tw
o
rk
を
形
成
す
べ
き
で

あ
る
｡
そ
れ
は
品

質

差
産
業
内
貿
易
と
中

間
財
産
業
内
貿
易
と
い
う
合
意
的
地
域
分

業
を
急
拡
大
し
'
す
べ
て
の
消
費
者

･
利

用
者
に
低
廉
価
格
で
の
豊
富
な
供
給
を
実
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合意的国際分業の原理 (下)

現
す
る
こ
と
に
な
る
｡
東
ア
ジ
ア
地
域
の

d
e
fa
cto
の
経
済
統
合
の
深
化
､
そ
れ
に

ょ
る
参
加
国
全
員
の
経
済
成
長
の
好
循
環

的
促
進
'
w
etf
are
の
向
上
が
約
束
さ
れ

て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
｡

5

内
部
化
と
外
部
化

(国

際
協
調
)

F

ragm
entation
と
同
じ
こ
と
に
な
る

が
､

企
業
活
動
の外
部
化
が
盛
ん
に
な

っ

て
い
る
｡

内
部
化

の
理
論

(th
eory
of
in
ter･

n
al
ization
)

が

展

開

さ
れ
て
い

る

(B
uckLey
a
n
d
C
a
sso
n
19
8
)
;
R
u
g･

m
a
n
1
9
8
0
,
1
9
8
),
)9
8
5
:
D
u
n

n
ing

198
)
:
小

島

丁
九

九

二

･

二
lな
ど

を

見
ら
れ
た
い
)
｡
企
業
の
全
活
動
､
つ

ま
-
R
&
D

(研
究
開
発
)
､
生
産

･
販

売
'
労
務
者
･中
間
財
の
調
達
､
財
務
な

ど

の

1
連

の
活
動
を
'

一
つ
の
企
業

(Ow
ne
rsh
ip)
の

中

に

統

合

(in
t?

grate)
L
t
統

1
的
意
志
決
定
と
統

1

的
命
令
体
系
の
下
に
行
動
す
る
こ
と
-

こ
れ

を

内

部

化

(in
t
ern
al
iz
ation
∴

HN
T
)
と
呼
ぶ
-

に
よ
っ
て

い
-
た
の

利
益
を
生
み
出
し
､
企
業
の
利
潤
極
大
と

市
場
シ
ェ
ア
の
拡
大
に
役
立
つ
と
見
る
の

で
あ
る
｡

す
な
わ
ち
'
企
業
は
自
ら
新
製
品

･
新

技
術
を
生
み
出
す
｡
こ
れ
が
最
も
重
要
な

企
業
の
o
w
ner
s
hip･s
pec
ific
adv
an
I

t
ageと
な
る
が
'

こ
れ
と
優
れ
た
階
層

組

織
の
企

業

-

両

者

は
in
tan
gi
b
le

a
s
setを
な
す
-

の
運
営
に
よ

っ
て
利

潤
極
大
化
を
は
か
る
｡
最
適
の
立
地
に
原

料
生
産
､
製
品
生
産
､
販
売
組
織
を
も
つ

と
い
っ
た
階
層
組
織
を
形
成
L
t
ヘ
ッ
ド

ク
ォ
ー
タ
ー
の
完
全
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

下
に
運
営
す
る
｡
そ
の
た
め
に

l
〇
〇
%

所
有
の
子
会
社
方
式
を
好
む
｡
原
料
･
部

品
な
ど
も
す
べ
て
企
業
内
生
産

(内
製
)

す
る
｡
自
社
開
発
の
技
術
は
ゼ
ロ
の
価
格

で
企
業
内
で
は
使
う
L
t
原
料

･
部
品
な

ど
は
安

い
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

(内
部
振

香
)
価
格
で
調
達
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
｡

既
に
説
明
し
た
よ
う
に
､
労
働
集
約
的

な
低
級
品
と
か
部
品
を
'
低
賃
金
国
へ
直

接
投
資
進
出
し
て
完
全
所
有
の
子
会
社
に

よ
っ
て
特
化
生
産
さ
せ
る
の
は
'
内
部
化

で
あ
る
｡
そ
の
利
益
の
源
泉
は
よ
-
大
き

な
規
模
経
済
の
得
ら
れ
る
生
産

へ
の
高
転

換
で
あ
る
｡
製
品
を
市
場
を
通
じ
て
輸
出

す
る
と
か
､
部
品
を
市
場
を
通
じ
て
輸
入

す

る

こ
と

は
外

部

化

(ex
te
rn
al
iz
a･

tion
:
E
X
T
)
で
あ
る
｡
こ
の
外
部
化
に

比
べ
､
特
化
利
益
が
得
ら
れ
る
限
り
､
内

部
化
し
た
方
が
よ
い
｡
だ
が
そ
う
し
た
方

が
よ
い
か
ど
う
か
は
'
市
場

(需
要
)
の

大
き
さ
に
依
存
す
る
｡
こ
う
し
て
わ
れ
わ

れ
の

｢特
化
基
準
｣
の
問
題
に
た
ち
帰
る

こ
と
に
な
る
｡

す
な
わ
ち
'
図

2
日

(前
号
35
ペ
ー

ジ
)
に
お
い
て
t
in
fer
iorな
生
産
方
式

α
と
su
pe
rio
rな
β
方
式

と
で
､
同
じ
コ

ス
ト

(価
格
)
で

生
産
さ
れ
る
臨
界
産
出

量

｡∬
が
存
在
す
る
｡
そ
れ
よ
り
も
需
要

(市
場
)
β
が
大
き
い
な
ら
ば
､
内
部
化

(内
製

)
し
た
方
が
得
で
あ
る
-

特
化

基
準
日
｡
だ
が
需
要
β
が

｡方
よ
り
も
小

さ
い

なら
ば
'
企
業
内
で
内
製
す
る
の
で

な
く
､
外
部
市
場
か
ら
調
達

(外
注
)
し

た
方
が
有
利
で
あ
る
-

特
化
基
準
局
｡

自
動
車

(例
え
ば
)
ア
セ
ン
ブ
ラ

ーは

非
常
に
多
-
の
部
品
を
必
要
と
す
る
の
で

あ
る
が
､
そ
れ
を
ど
こ
告
で
内
製
化
す
る

か
､
そ
し
て
他
の
多
く
を
外
部
調
達
す
る

か
､
と
い
う
選
択
も
全
く
同
じ
問
題
で
あ

る
｡
主
要
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

(例
え
ば
エ

ン
ジ
ン
へ
シ
ャ
ー
シ
な
ど
)
は
su
p
erior

方
式
で
内
製

(I
N
T
)
す
る
が
'
多
種

の
細
か
い
部
品

(例
え
ば
電
装
品
)
は
外

部
調
題

(E
X
T
)
し
た
方
が
安
く
つ
-

と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
｡

つ
ま
-
内
部
規
模
経
済

(interna
-

e
non
om
ie
s.
Of
sc巴
e
)
に
は

〓
疋
の限

度
が
あ
る
｡
そ
の
限
度
を
越
え
る
と
規
模

の
不
経
済

(d
ise
coロ
O
m
ies
of
sc
a-e)

に
陥
る
｡
経
営
者
や
正
式
社
員
の
過
剰
に

陥
る
｡
原
料

･
部
品

･
製
品
の
生
産
能
力

の
間
の
過
不
足
が
生
ず
る
｡
市
場

(育

要
)
と
比
べ
て
の
過
剰
供
給
能
力
と
い
っ

た
問
題
も
発
生
す
る
｡

内
部
規
模
経
済
の
限
界
と
い
う
問
題
に

加
え
て
､も
う

一
つ
､外
部
経
済
(ex
te
rn
al

e
con
o
m
ies)
の
利
益
と
い
う
問

題

が
あ

る
｡
他
企
業
と
協
調
し
た
-
'
公
開
市
場

を
利
用
す
る
方
が
コ
ス
ト
の
節
約
に
な
る

と
い
う
側
面
が
あ
る
｡
そ
の
側
面
を
重
視

す

る

の
が
'
企
業

の

｢
協
調

の
理
論

(th
e
or
y
o
f
co
ord
ina
tion
)
｣

で
あ

る
｡

実

は
多
国
籍
企
業
論
は
一
時
の

｢内
部
化

理
論
｣
オ
ン
リ
ー
か
ら
､
最
近
は
こ
の

｢協
調
理
論
｣
に
大
き
く
関
心
を
移
し
て

き
て
い
る

(次
を
参
照
O
竹
田
志
郎

l

九
九

一
)
0

適
正
な
内
部
規
模
経
済
に
は

〓
定
の
限

度
が
あ
る
か
ら
'
そ
れ
を
越
え
る
分
に
つ

い
て
は
､
外
部
経
済
利
益
を
得
る
よ
う
他

企
業
や
公
開
市
場
と
協
調
し
て
い
-
と
い

う
こ
と
か
ら
､
合
意
的
分
業
=
産
業
内
貿

易
が
成
立
し
て
い
く
｡
具
体
的

事
例
を
い

-
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
｡

旧

巨
大
技
術
の
開
発
に
は
他
社
と
の
共

同
､
或

い
は
政
府

の
誘
導

･
補
助
が

必
要
と
な
っ
て
き
た
｡

佃
自
社
の
主
要
ラ
イ
ン
製
品
に
つ
い
て
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は
自
社
開
発
を
す
る
が
'
他
の
補
助

技
術
に
つ
い
て
は
､
技
術
使
用
料

(
ro
yal
t
y)
を
払
っ
て
も
､
市
場
か
ら

迅
速
に
入手
し
た
方
が
有
利
で
あ
る
｡

㈲

既
述
の
よ
う
に
､
自
動
車
生
産
に
つ

き
'
そ
の
必
要
な
部
品

･
鉄
鋼
ま
で

の
素
材
を
全
部
内
製
す
る
よ
-
は
､

そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
メ
ー
カ
ー
に
任
せ
'

外
部
調
達
し
た
方
が
よ
い
｡
そ
の
よ

う
な
工
程
分
業
を
国
際
的
に
行
う
こ

と
も
有
利
で
あ
る
｡

㈲
製
品
も
O
E
M

(odd
n
al

equipm
ent

m
an
ufacturin
g
)
な
ど
の
方法
で
海

外
か
ら
調
達
し
た
方
が
コ
ス
ト
節
約

に
な
る
場
合
が
あ
る
｡

㈲

海
外
で
生
産
し
た
原
料

･
部
品
な
ど

を
自
社
だ
け
で
使
用
す
る
の
で
な
く
､

他
社
に
も
販
売
し
た
方
が
'
海
外
生

産
の
適
正
規
模
が
得
ら
れ
る
場
合
が

あ
る
｡

㈲

自
社
タ
ン
カ
ー
で
す
べ
て
運
ぶ
の
で

は
な
-
､
専
門
の
船
会
社
に
頼
ん
だ

方
が
'
船
会
社
の
規
模
経
済
利
益
が

大
き
-
な
-
'
結
局
自
社
の
総
運
送

費
の
節
約
に
な
る
｡
こ
う
い
う
こ
と

は
'
情
報
の
入
手
､
販
売
'
資
産
運

営
の
金
融
活
動
な
ど
に
つ
い
て
も

一

般
的
に
言
え
る
｡

結
局
'
企
業
は
core
com
petence

(中
核
競
争
優
位
)
活
動
に
集
中
し
､
他

は
市
場
と
の
外
部
取
引
に
任
せ
た
方
が
よ

い
の
で
あ
る
｡

そ
こ
で
へ
海
外
直
接
投
資
F
D
I
と
か

企
業
進
出
の
形
態
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

た
｡

一
〇
〇
%
所
有
の
子
会
社
を
世
界
各

地
に
配
置
し
て
'
内
部
化
し
た
ク
ロ
ー
ズ

ド
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
や
り
方
を
'
｢伝

統
的

(或
い
は
旧
形
態
)
F
D
I
｣
と
言

う
な
ら
ば
'
次
の
よ
う
な

｢新
形
態
F
D

I
｣
が
増
加
し
て
き
た

(O
m
an
1984

を
見
よ
)
0

明

完
全

(
一
〇
〇
%
)
所
有
に
こ
だ
わ

ら
な
い
合
弁

(join
t
ve
ntu
r
e)
投
資
'

し
か
も

min
orit
y出
資
の
も
の
が
増
え

て
き
た

O

刷
非
出
資

(株
を
も
た
な
い
)
の
提
携

-

n
on
･eq
u
ity

arran
gem
en
ts
-

-

が

増
え
て
き

た

｡
技
術
提
携
､
調

達
提
携
､
生
産
提
携
'
販
売
提
携
な

ど
M
N
C
活
動
の
諸
分
野
で
協
調

(c
o
-a
b
orat
ion
)
が
進
め
ら
れ
て
い

る
｡
若

干
の

出
資
と
わ
ず
か
な
経
営

参
加
を
伴
う
も
の
も
あ
る
が
､
全
く

そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
｡
長
期
に

わ
た
る
安
定
的
な
取
引
関
係
の
維
持

を
ね
ら
う
も
の
で
あ
る
｡
そ
う
い
う

意
味
で
'
日
本
の

｢系
列
｣
組
織
も
'

非
出
資
の
提
携
関
係
で
あ
る
｡
非
出

資
提
携
関
係
を
も

｢
直
接
投
資
｣
と

言
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
問
題

が
あ
ろ
う
｡
そ
う
な
ら
ば

｢新
形
態

多
国
籍
企
業
活
動
｣
と
称
す
れ
ば
よ

い
で
あ
ろ
う
｡

刷
生

産

分

与

方

式

(p
ro
duction

sh
aring)'
タ
ー
ン
･
キ
イ
方
式
'
長

期
購
買
契
約

(日
本
の
融
資
買
鉱
の

ご
と
き
)､
)icen
sing.h
･a
nch
isin
g
や

m
an
ag
e
m
ent
service
な
ど
の
契
約

(con
trac
ts)
な
ど
'
各
種
の
非
出
資

取
り
決
め
が
推
進
さ
れ
て
き
て
い
る
｡

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
､
上
の
よ
う
に

出
資
つ
ま
り
Ow
n
ersh
ip
に
よ
る
経
営
支

配
と
い
う
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
形
成
を

目
ざ
す
こ
と
か
ら
､
相
手
企
業
と
の
協
調

に
転
じ
た
こ
と
で
あ
る
｡
そ
の
上
'
市
場

を
通
ず
る
a
rm
s
le
ngth
(契
約
)
取
引

に
よ
っ
て
､
国
際
協
調
が
補
完
さ
れ
る
｡

つ
ま
り
内
部
化
よ
り
も
あ
ら
ゆ
る
形
の
国

際
協
調
を
活
用
し
て

(外
部
化
に
よ
り
)､

地
域
拍

(
或

い
は
世
界
的
)
生
産

n
etw
ork
(R
P
N
)
が
形
成
さ
れ
る

(木

村

二
〇
〇
二
･
五
参
照
)｡
こ
れ
は
合

意
的
国
際
分
業
=
国
際
合
業
=
協
調
生
産

(co
･p
r
od
ucti
o
n)
の
原
理
に
従
う
企
業

の
賢

明
な
行
動
に他
な
ら
な
い
｡
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Ⅳ
結
論

‥
合
意
的
国
際
分
業
の
原
理

企
業
は
'
自
己
の
成
長

･
発
展
の
た
め
'

利
潤
極
大
化
を
求
め
て
へ
｢合
意
分
業
｣

を
推
進
し
て
国
際
貿
易

(直
接
投
資
生
産

を
含
む
)
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
｡
こ
こ

に
A
g
reed
S
p
ecial
izatio
n
(合
意
的
国

際
分
業
)
と
言
う
の
は
要
約
す
る
と
こ
う

で
あ
る
｡
も
し
生
産

･
輸
出
を
拡
大
で
き

れ
ば
､
よ
り
大
き
な
規
模
経
済
性
の
得
ら

れ
る
su
p
erio
rな

(よ
-
優
れ
た
)
生
産

方
式
に
能
率
化
で
き
る
｡
だ
が
無
比
較
生

産
費
差
の
下
で
は
国
際
分
業

(生
産
特

化
)
を
行
う
市
場
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
存

在
し
な
い
｡
こ
の
時
何
ら
か
の
き
っ
か
け

と
か
話
し
合
い

(合
意
)
に
よ
-
､
A
国

は
Y
財
の
生
産
に
特
化
し
そ
の
輸
出
を
増

す
､
逆
に
B
国
は
別
の
財
Ⅹ
の
生
産
に
特

化
し
そ
の
輸
出
を
増
す
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
､
逓
減
費
用
の
下
で
は
､
お
互
い
に

輸
入
品
を
前
よ
り
も
低
廉
に
か
つ
豊
富
に

入
手
で
き
る
よ
う
に
な
る
C
こ
れ
が
合
意

的
国
際
分
業
に
よ
る
共
存
共
栄
の
利
益
で

あ
る
｡
だ
が
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
'
A

国
は
Ⅹ
財
の
生
産
を
や
め
て
B
国
に
市
場



合意的国際分業の原理 (下)

(需
要
)
を
開
放
す
る
｡
B
国
は
そ
の
道

を
す
る
と
い
う
'
市
場
の
相
互
提
供
の
合

意
な
い
し
協
調
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(そ
う
い
う
誘
引
を
実
現
し
易
い
の
が
地

域
統
合
で
あ
る
)0

も
う

一
つ
､
特
化
生
産
は
'
最
小
最
適

規
模

(M
O
S
)
以
上
に
大
き
-
な
-
､

規
模
の
経
済
性
を
実
現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

そ
れ
が
合
意
分
業
の
利
益
の
源
泉
と
な
る

の
で
あ
る
｡

こ
れ
が
企
業
が
従
う
べ
き

｢合
意
的
国

際
分
業
の
原
理

(p
rin
cip
le
)｣
で
あ
る
｡

世
界
経
済
の
同
質
北
の
矛
盾
が
深
刻
化
し

て
き
た
今
日
'
企
業
は
同
原
理
に
従
っ
て

そ
の
矛
盾
を
克
服
'
止
揚
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

合
意
分
業
の
大
部
分
は
'
市
場
に
お
け

る
自
由
な
価
格
競
争
の
結
果
と
し
て
実
現

す
る
｡
暗
黙
の
合
意
に
よ
る
の
で
あ
る
｡

だ
が
企
業
の
合
併
'
合
辞
､
各
種
企
業
提

携
'
さ
ら
に
は
ブ
ラ
ン
ド
の
認
め
合
い
な

ど
､
次
第
に
顕
現
さ
れ
た
話
し
合
い
に
よ

る
合
意
分
業
が
台
頭
し
っ
つ
あ
る
｡
こ
の

｢話
し
合
い
に
よ
る
合
意
｣
を
拡
大
す
べ

き
で
あ
る
｡
そ
う
い
う
合
意
分
業
の
進
化

方
向
に
あ
る
｡

合
意
分
業
の
必
要
性
は
'
同
質
化
し
所

得
水
準
の
相
似
し
て
き
た
国
の
間

(先
進

国
間
､
開
発
途
上
国
間
)
で
､
相
似
商
品

に
つ
い
て
大
き
い
｡

そ
う
い
う
国
の
間
'
こ
と
に
高
所
得
水

準
国
の
間
で
反
っ
て
貿
易
が
拡
大
し
て
い

る
｡
重
複
す
る
需
要
が
多
い
か
ら
で
あ
る
｡

そ
う
い
う
同
質
国
の
間
で
合
意
分
業
の
必

要
性
も
効
果
も
大
き
い
｡

実
証
分
析
に
よ
る
と
､
垂
直
的
産
業
内

貿
易
指
数
が
E
U
内
と
か
日
本
と
ア
ジ
ア

の
間
で
高
ま

っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
製
品
と

部
品
-(中
間
財
)
と
の
工
程
分
割
に
よ
る

貿
易
の
割
合
が
増
大
し
た
か
ら
で
あ
る
｡

そ

れ

を

促

進

す

る

工

程

分

散

(fr
ag
m
e
ntation
)
と
部
品
供
給
の
ネ
ッ

ト

ワ

ー
ク
作
り
(統
合
)
と
が
進
展
し
て

い
る
｡
そ
う
い
う
分
散
と
地
域
統
合
が
合

意
分
業
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
｡

以
上
の
如
-
､
本
稿
は

｢合
意
分
業
｣

の
推
進
を
強
く
勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
｡

本
来
'
国
際
貿
易
お
よ
び
直
接
投
資
生
産

は
す
べ
て
当
事
者
の
交
渉
の
合
意
に
基
づ

い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
起

さ
れ
た
い
｡

小
島
の

｢合
意
的
国
際
分
業
論
｣
は
漸

く
広
く
関
心
を
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

拙
稿
に
賛
成
し
支
持
す
る
論
塙
も
出
て
き

た
｡
そ
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
お
こ
う
｡

第

一
は
､
先
に
も
触
れ
た
が
'
田
中
武

憲
氏

｢A
S
E
A
N
自
動
車
産
業
か
ら
見

る
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
ゆ
く
え
｣
(タ
イ

国
工
業
大
学

(バ
ン
コ
ッ
ク
)
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
'
二
〇
〇
八

･
七

二
一六
､
二

七
へ
の
提
出
論
文
)
で
あ
る
｡
ト
ヨ
タ
の

ア
セ
ア
ン
域
内
分
業
体
制

(ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
)
を
調
査
検
討
し
た
上
で
､
こ
う
言
う
｡

｢今
日
の
ア
ジ
ア
共
同
体
の
理
論
的
制
度

的
な
礎
を
築
い
た
小
島
清
氏
は
'
各
国
に

お
け
る
M
O
S
生
産
と
相
互
補
完
貿
易
の

実
現
を
通
じ
た
地
域
経
済
統
合
を
指
示
す

る
貿
易
理
論
と
し
て
'
『合
意
分
業
』

(A
gre
ed
S
p
ecial
ization
)
原
理
を
掲

げ

て
い
る
｣
(二
ペ
ー
ジ
)0

第
二
に
､
W
T
O

(世
界
貿
易
機
関
)

は
'
還
暦
を
記
念
し
て
充
実
し
た
年
次
報

告
を
公
表
し
た

(W
o
rld
T
rad
e
R
e.

3'o
rt,
2
0
0
7
S
ix
d
ecad
es
of
m
ul
tilat･

eraL
tr
a
d
e
co
op
eration:
W
h
at
h
av
e

w

e
le
a
r
n

t?
W
T
O
P

ub
ti

sh
er
s

.G
e
n
e
･

v
a.
200
8
1)0

長

ぴ
ぃ
て
い
る
ド
ー
ハ
二
フ
ウ
ン
ド
は

未
だ
結
着
が
つ
か
な
い
が
､
す
ぼ
ら
し
い

世
界
貿
易
拡
大

(
一
九
五
〇
年
比
'
二
七

倍
化
)
を
制
度
的
に
支
援

･促
進
し
て
来

た
G
A
T
T
/
W
T
O
の
貢
献
は
大
き
い
｡

本
書
は
全
体
と
し
て
G
A
T
T
/
W
T
O

や
地
域
貿
易
協
定

の
如
き
機
構
を
作
り

(in
s
tit
utioロ
e-iz
at
ioロ
)'
貿
易
の
ル
ー

ル

や
貿
易
協
定
(a
g

re
em
e
nts)
を
締

結
し
'
自
由
貿
易
化
を
推
進
す
る
こ
と
は
､

お
互
い
に
望
ま
し
い
｡
そ
う
い
う
国
際
協

力

(co
operation
)
が
不
可
欠
で
あ
る
｡

か

か
る
国
際
協
力
が
こ
れ
ま
で
も
大
き
な

成
果
を
挙
げ
て
き
た
が
､
そ
れ
を
い
っ
そ

う
拡
大

･
推
進
す
る
法
律
的
'
組
織
的
'

制
度
的
な
余
地
が
あ
る
｡
そ
れ
ら
を
歴
史

的
に
検
証
し
､
今
後
に
適
用
す
る
方
策
を

考
え
た
い
｡
こ
れ
が
本
書
の
ね
ら
い
で
あ

る
｡か
か
る
問
題
意
識
の
一
例
と
し
て
､
わ

れ
わ
れ
の

｢合
意
切
国
際
分
業
｣
の
ケ
ー

ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
(本
書
冒
頭
の
E
x
ec
utive
s
um
m
ery
.

pp.X
X
IV
･X
X
X
V
に
よ

る
).
す
な
わ
ち

①
最
近
の
急
速
な
貿
易
拡
大
は
所
得
水
準

の
高
ま
っ
た
工
業
国
の
間
で
類
似
の
工
業

品
に
つ
い
て
で
あ
る
｡
大
き
な
共
通
な
需

要
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
も
と

も
と
同
質
的
な
生
産
構
造
を
も
っ
て
い
て

貿
易
摩
擦
の
は
げ
し
い
相
克
関
係
に
あ
る

2
国
間
で
反
っ
て
急
速
な
貿
易
拡
大
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
｡
何
故
で
あ
ろ
う
か
｡
②

類

似

の
工

業

国

間

で
､

互

恵

的

(re
cip
roc巴
)
分
業
を
促
進
す
る
貿
易

自
由
化

(相
互
関
税
引
下
げ
)
が
推
進
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
t
と
W
T
O
報
告
書
は

言
う
｡
こ
れ
は
自
国
は
類
似
商
品
の
A
品

種
の
生
産
に
特
化
し
'
B
品
種
の
生
産
は

相
手
国
に
任
か
せ
る
｡
相
手
国
は
そ
の
道
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に
t
B
品
種
の
生
産
に
特
化
し
､
A
品
種

の
生
産
は
相
手
国
に
任
か
せ
る
｡
お
互
に

非
生
産
品
種
の
需
要

(市
場
)
を
相
手
に

互
恵
的
に
供
与

(開
放
)
し
合
う
こ
と
に

ょ
っ
て
特
化
生
産
が
最
適
の
規
模
の
経
済

性
を
達
成
す
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
｡

そ
れ
が
互
恵
分
業
の
利
益
の
源
泉
で
あ
る
｡

こ
の
互
恵
分
業
は
正
に
わ
れ
わ
れ
の
言

う

｢合
意
的
国
際
分
業
｣
に
他
な
ら
な
い
｡

W
T
O
が
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
線
の
構
想
を

も
つ
に
至

っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
W
T
O
報
告
書
は
互
恵
的
国
際
分

業
即
ち
合
意
分
業
の
推
進
を
強
力
に
勧
め

て
い
る
｡
各
国
政
府
と
業
界
は
'
2
国
間

(ま
た
は
多
数
国
間
)
Iで
関
税
の
引
下
げ
､

撤
廃
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
｡
特
恵
関
税

P
refe
ren
tial

d
u
ties
の
相
互
僕
与
も
進

め
て
よ
い
｡
即
ち
M
F
N

(最
恵
国
約
款

待
遇
)
の
多
国
間
無
差
別
原
則
に
反
し
て

も
行
う
に
値
す
る
と
言
う
｡
ま
た
R
T
A

(地
域
的
貿
易
協
定
)
-

こ
れ
も
M
F

N
原
則
に
反
す
る

7
両
が
あ
る
が
-
1

も

国
際
貿
易
協
力
の
実
現
へ
の
道
具
と
し
て

大
い
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
｡

か
-
て
'
合
意
的
国
際
分
業
は
'
国
際

貿
易
協
力
の
原
理
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
｡
い
っ
そ
う
の
理

論
的
モ
デ
ル
化
を
期
し
た
い
も
の
で
あ
る
｡

第
三
に
'
o
u
t
so
u
rcin
g

(外
部
調
達
)

を
め
ぐ
る
理
論
と
実
証
に
関
す
る
二
つ
の

新
論
文
が
発
表
さ
れ
た
｡

Ⅲ
若
杉
隆
平

(二
〇
〇
八
)
､
｢国
際
貿

易

の新
パ
ラ
ダ
イ
ム

‥統
計
と
実
証
分
析

の
諸
問
題
｣
､
日
本
国
際
経
済
学
会
関
東

支
部
大
会
二
〇
〇
八
年
六
月
二

一
日
'
東

洋
大
学
｡

物
Jo
ta
lshikaw
a.H
odaka
M
orita

an
dH
iroshi
M
ukun
oki,2008,F
D
Z

inP
o

s
t･P
r

o
d
uction
se
r

vices
and

P
ro
d
u

ct
M

a
r

k
e
t
com
p
etition
､
日
本

国
際
経
済
学
会
関
東
支
部
大
会

へ
二
〇
〇

八
年
六
月
二

一
日
､
東
洋
大
学
｡

最
初
の
若
杉
論
文
は
､
最
終
財
と
中
間

財

(部
品
)
を
と
も
に
自
国
で
生
産
す
る

場
合
に
-
ら
べ
'
自
国
は
最
終
財
の
生
産

に
特
化
し
'
中
間
財
の
生
産
供
給
を
､
外

国
へ
直
接
投
資
進
出
し
て
相
互
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ

(海
外
調
達
)
す
る
場
合
の
方

が
利
益
が
得
ら
れ
る
｡
利
益
の
源
泉
は
'

最
終
財
の
特
化
生
産
規
模
の
拡
大
に
伴
う

規

模

の

経

済

性

(
eco
ロ
O
m
ies
of

sc巴

e)
と
'
中
間
財
生

産
に
お
け
る
同

様

な
規模
の
経
済
性
の
実
現
と
コ
ス
ト
低

下
で
あ
る

(最
小
最
適
規
模
M
O
S
を
越

え
る
ま
で
)
0

最
終
財
対
中
間
財
と
い
う
相
互
分
業
関

係
は
分
か
-
易
い
｡
わ
れ
わ
れ
の

｢合
意

分
業
｣
は
類
似
商
品
の
二
亜
種
に
つ
い
て
､

自
国
は
､
Y
財

(例
え
ば
小
型
車
)
に
'

外
国
は
Ⅹ
財

(大
型
車
)
を
相
互
特
化
生

産
す
る
よ
う
に
､
何
ら
か
の
合
意

(暗
黙

ま
た
は
明
示
的
な
)
に
よ
っ
て
､
国
際
分

業
を
す
る
の
で
あ
る
｡
特
化
生
産
す
る
財

に
つ
い
て
､
お
互
い
に
､
規
模
経
済
の
利

益
が
実
現
で
き
る
｡
生
産
を
相
手
国
に
依

託
し
た
財
に
つ
い
て
は
､
そ
れ
だ
け
外
国

に
需
要
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
｡
そ
れ

だ
け
相
互
外
部
調
達
す
る
こ
と
に
な
る
｡

こ
こ
に
貿
易

の
相
互
需
要
re
cipro
cal

d
em
an
d
均
衡
と
.い
う
uZl標
が

達
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
o
L
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ

の
合
意
的
国
際
分
業
原
理
は
､
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
の

一
種
と
し
て
そ
の
存
在
価
値

を
持
つ
の
で
あ
る
｡

石
川
城
太
ら
の
一第
二
論
文
は
む
つ
か
し

い
｡
最
終
財
と
し
て
生
産
さ
れ
た
後
に
､

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
､
流
通
'
販
売
､
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

の
P
ost.P
ro
d
u
rtion

se
rく
ice
が
要
る
｡
こ
の

p
P
サ
ー
ビ
ス

を
最
終
財
生
産
の
自
国
が

自
ら
行
う
か
､

そ
の

一
部
な
い
し
全
部
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
｡

1
部

な
い
し
全
部
を
外
部
調
達
し
た
方
が
p
p

サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
co
stが
低
下
す
る

の
で

利
益
が
あ
る
t
と

言
う
｡
私
は
十
分
に
理

解
で
き
な
い
の
で
こ
の
程
度
の
紹
介
に
と

ど
め
た
い
｡

[注
]
(4
)
P
eter
J.
Lloyd
and
H
erb
est
G
I
Gru
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e
1.
In
tro
Industry
T
r
ed
e,

T
he

tn
tern
atio
n
al
L
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rary
o
f
C
r
i
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W
ritin
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E
con
o
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ics
()6
0
)
A
n
E
lg
ar

R
efer
en
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C
ollection.
C
h
elten
h
am
,

U
K

な
る
I
I
T

に
関す
る
重

要文
献

の
集

大

成
が
発
刊
さ
れ
た
｡
私
の

一
文
が

C
hapter
2
と
し
て
収
録
さ
れ
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い
る
｡
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合意的国際分業の原理 (下)
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